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平成２５年度 学校評価計画
徳島県立ひのみね支援学校

徳島県教育
基本目標 『とくしまの教育力を結集し，未来を創造する，たくましい人づくり』 ～県民とともに考え，ともに育むオンリーワン教育の実現～

学校経営 「三つの保障」「二つの指導」「一つの約束」
基本方針 三つの保障 ：「安全の保障」，「学習の保障」，「人権の保障」

二つの指導 ：「規律と礼節」，「人間性」と「専門性」の融合
一つの約束 ：「地域や保護者に開かれた学校」

本校の 教育基本法の精神に基づき，児童生徒一人ひとりの個性と人権を尊重し，自立と共生に向けて，自己実現に努める心豊かな
教育目標 人間を育成する。

１ 安全の保障
（１）防災教育と防災管理の充実と推進
（２）防災に係る関係機関等との連携と協力体制の推進

本年度の （３）ユニバーサルで多重感覚を促す教育環境の充実と推進
重点目標 ２ 学習の保障

（１）外部の専門家を導入した授業改善にむけた取組を検証
～「自立活動」に係る実態把握と指導・評価について～

（２）一人ひとりのキャリア発達を促す教育プログラムの実践
（３）感動と癒しの体験につながる授業づくり

３ 人権の保障
（１）ＩＣＦの理念に基づく障がい児の理解と啓発を推進
（２）交流及び共同学習の充実
（３）障がい児・者等のＱＯＬの向上に向けた支援

年度末総合評価 次年度への課題

安全の保障に関して，防災関連の取組を積極的に行った。しかし，安否確 安全の保障に関して，保護者を含めた安否確認の整備が急がれる。現在の取組
認や備蓄に関する件にまだ課題も残されている。学習の保障では，外部専門 をしっかりシステム化し定着させると共に，アクションカード作成や，備蓄品の
家導入による授業改善が，実践報告会を開催することにより，その成果を広 見直しも必要である。また，安全安心，感動と癒し体験の充実のために，教室・
く外部関係者に広報できた。またキャリア教育に関する取組も，個々の進路 校内環境の整備をさらに進める必要がある。学習の保障では，外部専門家を導入
希望に応じたプログラム作成により，資格取得にチャレンジするなど効果的 した授業改善の取組は一定の成果を上げている。しかし，まだまだ教員の理解不
な実践につながった。児童生徒の障害の重度化に対応した感動と癒しの体験 足が懸念される事から，計画的に研修を積み重ねることにより，個々の教員の専
につながる授業づくりでは，校外での実体験や，校内における環境設定の工 門性を向上させ，さらなる授業改善に取り組む必要がある。キャリア教育支援プ
夫などにより実践できた。人権の保障では，一人ひとりを正しく理解するた ログラムの活用に関する課題に対しては，その原因究明を含め，全学部が組織的
め，ＩＣＦやＬＩＦＥの研修を積極的に行った。交流及び共同学習を推進す に活用を進めていく必要がある。人権の保障では，本校の理解啓発を兼ねた「交
るために，事前事後指導の充実・徹底や，間接交流の工夫などにより，形骸 流及び共同学習」において，地域のサポーター養成も含め，無理・無駄のない末
化させることなくあらゆる機会を捉えて本校の啓発に努めた。 永い交流継続が重要である。間接的な交流についても様々な工夫を凝らし，効果
総合評価として，評価指標達成度は十分満たしているが，新たな課題点や改 的に実施する必要がある。今年度明らかになった課題は，次年度に向けてさらに
善点が明らかになった。 検証し，次年度の重点目標，活動計画として学校力向上を目指し取り組みたい。
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重点目標１ 安全の保障に向けて

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

(全校レベル)(全校レベル)(全校レベル)(全校レベル) ＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ 重点目標１の総合評価 校内で被災した ひのみね学校防
防災教育・ ①防災教育の充 ①５月・10 月・２月に地震 ①５月・８月に地震・津 場合に関しては， 災地域連携協議会

防災管理の充 実と防災管理の ・津波想定の避難訓練を実 波想定の避難訓練を実施 ＜評定＞ 様々な対応が検討 を継続して実施し，
実と，関係機 点検と見直し。 施し，８月に放水訓練，10 し，８月に放水訓練，11 Ａ されているが，登 地域との連携・協
関との連携・ [学校生活部] 月に火災想定の避難訓練を 月に火災想定の避難訓練 下校中に被災した 力体制ををより確
協力体制の推 実施する。また，各学部の を実施した。２月にも地 場合の対応等を具 かなものとしてい
進が必要であ 学級・ホームルームで避難 震・津波想定の避難訓練 体的に準備しなけ く必要がある。
る。 訓練の事前事後の学習や， を予定している。また， ＜所見＞ ればならないので

児童生徒の実態に応じた防 各学部の学級・ホームル 今年度計画した各訓練や， はないか。 休日や放課後等
災学習を自立活動や理科・ ームで避難訓練の事前事 児童生徒の実態に応じた防災 の災害時における，
社会等の時間に実施する。 後の学習や，児童生徒の 学習が計画的に行うことがで 夜間や校内に職 教員や児童生徒の
火元責任者・防火管理責任 実態に応じた防災学習を きた。防災学習を通して，自 員がいない休日等 安否確認手段の整
者による各教室・設備等の 自立活動や理科・社会等 分で判断して行動できる生徒 の災害に備え，地 備。
点検とチェックを実施する。の時間に実施した。火元 は，危機感を持って，自らの 域の方に学校施設

責任者・防火管理責任者 命は自分で守るという意識が の具体的な利用等 防災キャンプ実
による各教室・設備等の 芽生えつつある。また，教員 を示しておく必要 施後の反省から，
点検とチェックを毎月実 間でも，実際の災害時にはど がある。 さらに地域と連携
施した。 う行動すればいいのか等の会 した防災訓練等の

話が日常場面でも見られるな 災害時に対応し あり方を検討する。
②防災に係る関 ②５月・９月・１月にひの ②５月・10 月にひのみね ど，防災に関する意識が向上 たアクションカー
係機関との連携 みね学校防災地域連携協議 学校防災地域連携協議会 している。 ドを作成し，具体 災害時の避難所
と協力体制の推 会を実施し，本校との連携 を実施し，本校との連携 的にどのように行 運営や，学校再開
進。 ・協力体制を推進するとと ・協力体制を推進すると ひのみね学校防災地域連携 動すればいいのか へ向けての具体的
[学校生活部] もに，その後の避難訓練や ともに，その後の避難訓 協議会の開催により，地域住 示すと共に，どれ なプログラムの見

防災学習を充実させる。防 練や防災学習を充実させ 民の本校に対する理解が広が くらいの支援がど 直しが必要。
災キャンプを本校で実施し，た。２月にもひのみね学 った。防災学習キャンプの実 こで必要なのか明
地域との協力体制を強固に 校防災地域連携協議会を 施により，地域の方とじっく らかにする必要が 防災・減災への
する。 実施予定。８月に防災学 り防災等に関して話す機会が ある。 具体的な手立て等

習キャンプを本校で実施 持てたことは，お互いの理解 を検討し，多様な
し，地域との協力体制を 推進につながった。また，地 被災後１週間持 想定の元に多面的
強固にした。 域の方々の意見を，アンケー ちこたえるだけの，な訓練を実施して

ト等を通して聞くことができ 個々の児童生徒の 改善を図る必要が
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ た。防災をいろんな角度から 実態に応じた準備 ある。
①防災避難訓練（地震・津 ①５月・８月に 防災避難 見ることにより，新たな課題 （備蓄食料等）を
波・火災）を学期に１回以 訓練（地震・津波対応） も見つかり今後の改善点が明 する必要がある。
上実施するとともに，各学 を実施，１１月に火災避 らかになった。
部・学級・ホームルームで 難訓練を実施した。各学
年間３回以上防災に関する 部・学級・ホームルーム
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学習を行う。火元責任者に で年間３回以上防災に関
よる各教室の点検とチェッ する学習を行った。火元
クを毎月実施する。防災担 責任者による各教室の点
当者による施設・設備等の 検とチェックを毎月実施。
点検を学期に１回実施する。防災担当者による施設・

設備等の点検を学期に１
回実施した。

② ひのみね学校防災地域連 ② ひのみね学校防災地域
携協議会を学期に１回実施 連携協議会を５月・１０
する。防災キャンプ(一泊） 月に実施した。（３学期に
を夏季休業中に本校で実施 も予定）防災キャンプ(一
する。 泊）を８月に本校で実施

した。

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ 安全・安心な教
多重感覚を 多重感覚を促 教室移動，活動の準備と 教室移動，活動の準備 本校の児童生徒の９５％が 室環境チェックリ

促す教育環境 す教育環境の充 後片付けを学習活動に位置 と片付けを学習活動とし 重度重複障害児であり，自立 ストは，学級担任
への取り組み 実。 づけ，知覚刺激を組み合わ て行うことを定着させた。活動を主として指導する教育 の基準でチェック
が不十分であ [全学部] せて周囲の状況をわかりや 安全・安心な教室環境チ 課程を履修している。 しており，チェッ
る。 すく伝える活動に取り組む。ェックリストを夏期休業 ク項目を具体化・

中，２学期末に実施し，「で このような現状から，児童 標準化する等の改
きていない」項目を確認 生徒が安心感をもてるよう知 善が必要である。
して，改善・工夫を実施 覚刺激を組み合わせて周囲の
した。 状況をわかりやすく伝える等 感動と癒し体験

の環境設定は教育活動におい の充実のため，ス
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ て不可欠である。 ヌーズレンルーム

「多重感覚を促す環境を 教員に対するアンケー の積極的活用やセ
整えることで，生徒が安心 ト結果で「とてもそう思 常に計画的に環境を整える ンサリーガーデン
感をもち，予想される変化 う」が 12名（26.6％)，「そ ことや，個々の児童生徒の実 の整備が必要。
にむけて自らの態勢を整え う思う」が 29名（64.4％) 態に応じた環境設定を行うこ
ることができるようになっ 合計 91.1％であった。 とで，指導効果を向上させる
た」という評価をアンケー 取組が組織的にできたと評価
トにより 80.0％得る。 できる。

＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった
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重点目標２ 学習の保障に向けて

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ 重点目標２の総合評価 外部専門家を活 外部専門家を導
児童生徒の ①外部専門家を ①外部専門家（ＰＴ・ＳＴ） ①学級担任がコンサルテ 用した評価に関し 入した取組により，

個々のニーズ 導入した自立活 による，自立活動の授業に ーション前に事前授業・ ＜評定＞ て，個別の指導計 専門家の指導・助
に応じた，自 動の授業改善に 対するコンサルテーション 授業検討会，または係と Ｂ 画とリンクさせて 言を得ることの必
立活動の指導 向けた取組を検 を活用するために，コンサ の話し合いを行い質問事 評価する事が望ま 要性や有効性を理
の妥当性の検 証する。 ルテーション前に各学級・ 項の絞り込みを行った。 しい。 解することはでき
証が不十分で [自立活動部] ＨＲで授業検討会を行い， コンサルテーション後に たが，まだ十分活
ある。 質問内容を整理する。また， 報告会を行い，指導助言 ＜所見＞ コンサルテーシ 用できているとは

コンサルテーション後にグ や改善点を記録用紙にま 自立活動の授業改善の取組 ョンで指導いただ いえない。
ループで報告会を行い，共 とめた。各学部で取り組 は，「研究と実践」という形で いた事項をさらに
通理解を深める。コンサル んだ外部専門家を活用し 発表することができた。隣接 理解を深めるため 今後は，教員自
テーションを活用した改善 た授業改善の取組を，1 する徳島赤十字ひのみね総合 にも，誰かに伝え 身が運動発達や認
授業を行う。 月 30日の実践報告会で発 療育センタースタッフの支援 るという作業をす 知発達等について

表した。 により，よりきめ細かな指導 る必要がある。 学び直した上で，
を目指した授業計画が立案で 専門家の指導・助

②児童生徒の課 ②実態把握から個々の課題 ② Life の研修を行い，実 きるようになった。 研修会等を開い 言を活用し，授業
題やニーズに応 やニーズを明確にし，ケー 態把握を行った。またケ て，他校にも伝え 改善に結びつける
じた個別の指導 ス会で検討する。 ース会議において実態に 外部専門家のコンサルテー るという活動も必 ようにしたい。
計画を作成する。 応じた目標設定ができた。ションを，有効的に自立活動 要であるが，他校

〔全学部〕 の授業に反映させるためのシ との専門性の共有 児童生徒の課題
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ ステムを整備するなど，効果 を図り，情報を共 に応じた目標設定
①-1 外部専門家の指導助言 ①-1 教員アンケートで， 的な活動ができた。アンケー 有できるシステム ができたと評価し
を活用して授業改善に取り 「自立活動の授業で児童 トでも８６％が 効果的であっ を構築することが ているが，指導の
組み，アンケートにより児 生徒に指導の効果が見ら たと回答しており，一定の評 大切である。 手だてを含めた検
童生徒の変容が見られたと れたか」という質問に対 価は得られた。 証が必要。
いう教員評価を 80％以上得 し，「とてもそう思う」が キャリア教育支
る。 12 名（27.9%），「そう思 援プログラムはよ
①-2 アンケートにより，各 う」が 25 名（58.1%）， く考えて作成され
学級・ＨＲでの授業改善の 合計 86.0％であった。 ている。基本を押
取組により，指導方法が改 ①-2 教員アンケートで， さえてベースとし
善され，評価が明確になっ 「外部専門家の指導・助 て利用すると活用
たという教員評価を 80％以 言を活用し授業改善した も促されるのでは
上得る。 結果，児童生徒の評価を ないか。

明確にすることができた
②-1 Life の研修を行い，実 か」という質問に対し，「と 保護者が積極的
態把握をグループで行う。 てもそう思う」が 10 名 にニーズをあげて
②-2 ケース会での検討によ （21.7%），「そう思う」 いくことが必要。
り，より児童の実態やニー が 25名（54.3%），合計 ニーズがあるから，
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ズに応じた目標がたてられ 1.0％であった。 問題点・課題点が
たという教員評価をアンケ 見えてくる。
ートにより 80%以上得る。 ②-1 １学期末に研修を実

施し，児童全員に Life に 問題点・課題点
よる評価を行った。 が明らかになるこ
②-2 ケース会で検討を行 とにより，卒業後
うことで，より児童の実 においてどのよう
態やニーズに応じた目標 なことが必要なの
を設定することができた か明らかになり，
という教員評価が 86％で 今何をしなければ
あった。 ならないのかがは

っきり見えてくる。

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ 教育支援プログ
外部の専門 本校における 児童生徒のキャリア教育 類型別の教育支援プロ 本校のキャリア教育のあり ラム表が，児童生

家や協働体制 キャリア教育の の基本的な考え方と教育類 グラムの試案は作成した 方を，外部専門家等のアドバ 徒の教育課程およ
による授業改 あり方を検討す 型別のキャリア教育支援プ が，児童生徒の実態や実 イスを受けながら検討した。 び発達段階に応じ
善が不十分で る。 ログラムを外部専門家等の 際の進路先を想定した内 また，キャリア教育支援プロ ているのか，内容
ある。 協力を得ながら検討し，学 容，また，教育課程に準 グラム試案の作成は計画通り の見直しを行う。

[支援開発部] 習や生活指導等に利用でき じた内容への検討はでき であった。しかし，肝心の指
[教育推進部] るものを教育課程類型別に ておらず今後は，外部専 導場面への活用が十分実践で キャリア教育支

作成することで，キャリア 門家(就労や福祉の関係者 きておらず，プログラム試案 援プログラムが個
教育的内容を視点に考えた 等)のアドバイス等を受け が有効であるかどうかの検証 別の指導計画の作
授業改善を目指す。 ながら，教育支援プログ ができなかった。 成時に活用できる

ラムが活用できるかどう ことを，学部や教
か検討することが課題と 個別の指導計画にいかにキ 育課程検討委員会
考えている。 ャリア教育を位置づけていく 等で検討すると共

か等次年度への課題が多く残 に，具体例を示す
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ った。 必要がある。

教育課程類型別における 教育支援プログラムの
キャリア教育支援プログラ 内容を検討中であること 個別の指導計画
ムから，個々の児童生徒の から，アンケートは実施 を，はたらく・生
学校生活や卒業後の生活に できなかった。今後は， 活する・たのしむ
向けた授業で活用できた評 個別の指導計画を考える の３つの視点から
価をアンケート等を通じて にあたり，３つの視点(は 作成する試案を検
80.0%以上得る。 たらく･生活する・たのし 討する。

む)から個別の指導計画に
反映できるかを検討し，
授業を実施後のアンケー
トから，活用の評価を得
ることを考えている。
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＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ 中学部Ⅰ類型で
キャリア発 職業的自立を ①個別の指導計画作成にお ①個別の指導計画におい 本校で職業的自立を目指す は，卒業後の生活

達を促す教育 めざす生徒のキ いて，キャリア教育の視点 て，「自立活動」枠を 2つ 生徒は少数ではあるが，高等 について幅広く考
プログラムの ャリア発達を促 を全授業で取り組めるよう 設けて，全授業で取り組 部卒業後に向け，中学部在籍 えながら，体験授
実践が不十分 す教育プログラ 位置づけ，ケース会をもつ。 むキャリア教育の視点の 時より計画的に指導を行った。 業や施設見学を実
である。 ムの実践。 目標をまとめ，学期初め 中学部では，働く生活に向け 施した。次年度は，

[中・高等部] ②高等部段階で，職業的自 にケース会をもった。 ての知識や技能の基礎を身に 職場体験実習の実
立につながる資格取得に向 つけることを主にして，体験 施について検討す
けて，具体的な指導計画を ② 9 つの履修教科のうち 的に行った。 る必要がある。
立てる。 資格取得にむけての指導

計画を 6教科で設定した。 高等部では，トップダウン 高等部Ⅰ類型で
③働くことに関する体験授 の視点に立ち，指導内容を精 は就労を目指した
業や施設見学等を実施する。③多くの施設を見学でき 選すると共に，職業的自立に キャリア教育に来

（中学部）るよう高等部Ⅰ類型と連 必要なスキルを各種検査等で 年度も継続して取
④ PATH を活用して将来に 携しての企業見学等を計 明らかにし取り組んだ。 り組む。そのため
向けてのステップを具体化 画した。 生徒がスキル獲得を意欲的に に関係機関との連
する。 取り組めるように，各種技能 携を密にし，卒業

④ PATH を作成して３学 検定へのチャレンジ等を積極 後の生活を見据え
⑤-1 社会生活能力検査や作 期（卒業時）の目標等を 的に導入した。 て必要な学力やス
業能力検査を実施する。 決め，生徒がステップに キルを精選し，実
⑤-2 定期的に学習の記録を 応じて達成度を確認した。 関係諸機関との連携におい 体験を通して学習
とり，自己評価をする機会 ても，定期的なケース会や情 できる環境を整え，
を設ける。 ⑤-1 ASA社会適応スキル 報の共有を積極的に行い，一 実践力が身につけ

検査を実施し，未達成の 人を複数で支えるシステムの られるように取り
⑥進路に向けて関係者の共 項目で達成の可能性のあ 構築に取り組んだ。 組む。
通理解を図るために,定期的 る内容を各教科等で達成
に関係者でケース会を行う。できるように取り組んだ。

⑤-2 プリント学習や体力
測定等で記録をとり，目
標を持って学習に取り組
んだ。また，特別支援学
校技能検定を受検して台
ふき，パソコン，接客等
の技能を習得した。
⑥学校職員でのケース会
やセンターとのケース会
を定期的に実施し，進路
や卒業後の生活について
話し合った。

＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞
①-1 個別の指導計画の年間 ①-1 個別の指導計画の年
目標を 80.0 ％以上達成す 間目標を 90.3 ％達成する
る。 ことができた。
①-2 ケース会を年３回以上 ①-2 学期初めに実施し，
実施する。 年３回実施できた。
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②中学部１年で，２つの検 ②受検はできなかったが，
定を受検する。 自主的に家庭（病棟）学
③体験授業，施設見学を年 習において，漢字検定 8
３回以上実施する。 級，英語検定 5 級の問題

（中学部）集に取り組んだ。
④将来設計図の初期のステ
ップ（１年間）の目標を 70 ③体験授業を 2 回，施設
％以上達成する。 見学を３回実施した。

⑤各検査の評価や１学期始 ④ PATH の３学期までの
めの記録が 5 ％以上向上す 目標の達成率は 73％で，
る。 目標は達成した。

⑥学校関係者や関係機関を ⑤ 社会適応スキル検査で
交えたケース会を月１回以 は未達成の項目が６割達
上実施する(学校関係者のみ 成した。体力測定では 1
の会も含む） （高等部） 名は 5 ％以上の記録が向

上したが，もう 1 名は種
目によっては向上があっ
たが，平均では 5 ％の達
成には至らなかった。

⑥学校職員間のケース会
議は７回，センターとの
ケース会は４回，保護者
との懇談は３回実施した。
２月に関係機関との拡大
ケース会を行う予定。目
標はほぼ達成した。

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ 生徒の障がいの
障がいや病 感動と癒しの ①校外に出かけて自然や地 ①阿波踊り会館に出かけ 生活経験の拡大を目指した 程度が重度化して

気のため，生 体験につながる 域社会とかかわる体験学習 て観光客と一緒に郷土芸 取組は，各学部・学級単位で いるため，校外活
活経験が少な 授業づくり の授業を計画的に実施する。能を体験したり，しおか 児童生徒の状態に応じて計画 動は安全・安心な
い。 [全学部] ぜ公園に出かけて季節を され実施された。 計画のもとで実施

②音楽の得意な教員等がチ 感じながら海の景色の中 する必要がある。
ームを作り，様々な楽器の でゆったりと過ごしたり 実施に際しては，目的を明
生演奏や歌声を取り入れた する校外学習を実施した。確にするとともに，事前指導 生活経験拡大を
ミニコンサートを行う。 校内で学習したことを校 等をしっかり行った後に実施 図る取組は進めつ

外で実体験する校外学習 することで，少ない経験を最 つ，校内において
を実施した。 大限生かす工夫がなされた。 も感動や癒しの経

評価基準もクリアしておりほ 験ができる環境整
②教員によるミニコンサ ぼ目標達成と評価できる。 え，授業を工夫し
ートや交流校生とのミニ ていく必要がある。
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コンサートを実施し，生
徒たちは楽しんで参加し
た。

＜評価指標＞
①昨年度より校外学習の回 ＜評価指標の達成度＞
数を 30％以上増やす。 ①校外学習の回数が昨年

度より31％増え，目標は
達成した。

②ミニコンサートを年間２
回以上実施する。 ②ミニコンサートは３回

実施することができ，目
標は達成した。

＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった
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重点目標３ 人権の保障に向けて

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題

重点課題 重点目標 活動計画と評価指標 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ 重点目標３の総合評価 言葉や映像で説 ICFや LIFEの評
学校全体と ① LIFE を用い ① LIFEの研修会を実施し， ①１学期に学部ごとで研 明してもなかなか 価と活用方法につ

して ICF の考 て，全児童生徒 全児童生徒について複数の 修会を実施し，その後， ＜評定＞ 実感できない。し いて，研修会を定
え方を活用す の実態を経年に 教員で LIFEを実施する。 複数の教員で LIFE を実 Ｂ かし体験すること 期的に開催し教員
るまでに至っ 渡り把握する方 施した。 により大きく変わ の理解を深める。
ていない。 法を築く。 る。

[教育推進部] ②自立活動指導内容表を用 ②自立活動指導内容表を 正確な実態把握
いて，LIFE の結果から一人 活用した教員は少数であ ＜所見＞ 直接体験ができ を経年に渡り把握

② LIFE の結果 ひとりに必要な自立活動の ったが，指導のヒントを LIFE の導入は今年度から取 るような機会（中 するためには，個
を自立活動の指 指導内容を明らかにする。 得ることはできた。 り入れたこともあり，まだ十 学校の職場体験等）々の教員の理解力
導に生かす。 分な理解には至っていない。 を積極的に利用す を高める必要があ
[教育推進部] ＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ しかし，アンケート結果から， る工夫が必要。 る。

全職員のアンケートから アンケート「ICF の考 ７７％が自立活動の指導に活
※ LIFE とは， 「LIFE の評価方法と毎年度 え方を活用し，LIFE の結 かせることができたと回答し 交流を通して， LIFE 導入により
重症心身障がい の実施方法について理解で 果を自立活動の指導に活 ており，LIFE 導入は自立活動 同年代のサポータ 自立活動が充実し
児（者）のため きた」，「自立活動の指導内 かすことができたか」に の指導の充実につながってい ーを多く作ること てきたというアン
の生活機能評価 容を考える上で役だった」 ついて「とてもそう思う」 ると評価できる。 が大切である。 ケート結果の検証
表。 という評価を 80 ％以上得 20%，「そう思う」57.8% と，具体的事例の

る。 であり，合計 77.8%の評 具体的な指導内容まで踏み 毎年行っている 提示を行う。
価であった。 込んだアンケートではないた と形骸化してしま

め，再検証が必要。 い，マンネリにな
りがちである。常

＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ に支援学校側から 今年度は，40 名
センター的 乳児院等へ訪 乳児院等への訪問メンバ 訪問希望メンバーは 40 乳児院への訪問は，計画通 戦略を練って取り もの参加・協力が

機能の一環と 問し，交流をと ーを募る。訪問メンバー数 人に達した。3 チームに りに実施できた。乳児院の幼 組む必要がある。 あったが，次年度
しての積極的 おして，地域の に応じて，チームを編成し， 分け，各学期に１回ずつ 児も訪問を楽しみにしており， も継続して一人で
な地域への貢 方のＱＯＬの向 各学期に１回は乳児院への 計３回訪問することがで 交流を通した地域貢献の目的 小・中学校の教 も多くの教員に参
献及び交流が 上につながる取 訪問を実施する。 きた。乳児院の方、訪問 はほぼ達成していると考える。員の中には，まだ 加を促し，活動の
必要である。 組を実施する。 メンバーともに笑顔あふ 支援学校について 充実を図っていく。

[支援開発部] れる交流をもつことがで 参加した教員には，地域貢 十分理解していな
きた。 献だけでなく，地域のセンタ い状況が見られる。

ー的機能の役割を持つ本校の また，教育を学ぶ
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ 取組に対する理解が進み意識 学生の中にも無理

乳児院の職員対象にアン 交流に対して「満足で の変化が見られた。 解な者もいる。こ
ケートを実施し，交流につ ある」という回答が 100 のあたりから啓発
いての感想が「満足である」 ％であった。 する必要がある。
「やや満足である」が 80％
を上回る。
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＜活動計画＞ ＜活動計画の実施状況＞ ＜所見＞ 小学部では，直
共に社会を 交流及び共同 ①啓発教材「ひのみねっこ ①２学期末に配布校（市 各学部において計画された 接交流を実施して

支える人とし 学習を充実させ くらぶ」の内容を検討し， 内６校）からアンケート 交流及び共同学習は，計画通 いるのは市内１校
てお互いを理 るための取組を 次年度改訂に向け準備する。を回収予定。今後，結果 り実施された。実施に当たり， であるが，中学部，
解し，支えあ 推進。 啓発の方法についても検討 から，改訂項目を出し， 前もって担当教員同士で綿密 高等部への継続を
うことの大切 [小・高等部] する。 （小学部） 検討した。啓発方法につ な打ち合わせを行うなど，き 考えると，市内の
さを学ぶ必要 いても意見が出ているの め細やかな計画と工夫により 小学校全校に対す
がある。 ②-1 本校の生徒の理解を深 で使いやすい方法を模索 当初の目標を達成することが る交流及び共同学

めるために交流相手校の生 する。 できた。 習の工夫が必要。
徒に対して障がいの重い生
徒とのコミュニケーション ②-1 交流及び共同学習の 小学部で交流相手校への啓 周辺地域への理
のとり方や安全な車椅子の 事前に相手校担当教員や 発教材として準備している「ひ 解啓発をめざし，
介助方法について事前打合 生徒と打合せを行い，生 のみねっこくらぶ」は，歴史 取り組みを間接的
せをする。 徒とのかかわり方や支援 も古く，両校児童にとってな に支える啓発ビデ
②-2 交流活動終了後にアン の方法について説明し， じみの深いものになっている。 オ等をよりよいも
ケートをとり，次回の活動 安全に生活経験や人間関 しかし，壁新聞の時代から電 のに充実させる必
を改善する。 （高等部） 係を広げる交流及び共同 子化（CD 等）の時代へと変 要がある。

学習を実施することがで 貌を受け，さらなる効果的な
きた。 啓発方法を模索している。 交流及び共同学
②-2 交流活動終了後にア 習の取組を HP 等
ンケートや感想・意見を で情報発信してい
聞き取り，活動時間や写 く。
真撮影に関して改善を図
った。 高等部では，よ

り充実した取組が
＜評価指標＞ ＜評価指標の達成度＞ 安全に実施できる
①-1 内容を検討し，改訂項 ①-1 配布校からのアンケ ように事前指導を
目を３項目設定する。３項 ート回収が２学期末だっ 継続する。また，
目の具体的改訂内容にそっ たため，現在検討中であ 事後指導の取組を
て次年度の計画を立てる。 る。 充実させ，通信等
①-2 よりよい啓発の方法を ①-2 ２学期末に，ひのみ を活用した間接的
交流相手校へのアンケート ねっこくらぶの配布校（市 な交流の機会を増
から探り，次年度の活動計 内 6 校）からのアンケー やし，日常的な交
画に具体化する。 トを回収し，意見を踏ま 流につなげるよう

（小学部）えて検討する予定である。 な取組を行う。

②交流各校の参加生徒にア ②参加生徒に対するアン
ンケートをとり，「充実した ケート結果では，「充実し
交流活動ができた」という た交流活動ができた」と
回答を 80％以上得る。 いう回答は 100 ％で，目

（高等部）標は達成できた。

＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準＊ ｢評定｣の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：概ね達成できた Ｃ：あまり達成できなかった Ｄ：全く達成できなかった


